






































































 （3） 『平定準噶爾方略』前編巻 25 : 14b、雍正 9年 8月丙午（16日）［1731/9/16］条。
 （4） 『平定準噶爾方略』前編巻 24 : 26b-31a、雍正 9年 7月甲申（22日）［1731/8/25］条 ; 前編巻 26 : 6b-7b、雍







































 （5） 「軍機処満文議覆檔」軍務 833 （1）、乾隆 20年 1月 7日［1755/2/17］条。




2005 ; Очирын 2015 : 142-156］。1796年（嘉慶元）にホヴド参賛大臣に任命されたフジュ












































 （8） この制度は、1777年（乾隆 42）にザハチン旗の所属がホヴド参替大臣の管下に移った際に整えられた［小
沼 2003 : 92］。
 （9） 『科布多政務総册』官制条。ただし、ホヴド城から東・南・北の三方向に延びる駅站のうちの「南台」は、





岸から流れ出るイルティシュ河右岸に位置するホニ =マイラフ（Ma. Honi mailahū）卡倫
であり、その対岸にタルバガタイ管轄の夏季卡倫線の北端であるホイ =マイラフ（Ma. 
Hūi mailahū）卡倫があった（12）。冬季卡倫線は、ザイサン湖の東岸に流入するイルティシュ














① ホニ =マイラフ卡倫、② ホイ =マイラフ卡倫、③ マニト =ガトルガン卡倫（ホヴド所属）、 
④ マニト =ガトルガン卡倫（タルバガタイ所属）、⑤ ソゴク卡倫







（庫倫）辦事大臣在任中の 1789年（乾隆 54）に著した『百二老人語録』（Ma. Emu tanngū 
orin sakda i sarkiyan）によれば、各部から選派されたタイジ 1名が 1年 1換で駐守し、ハ
ルハ兵 30名ないしは 20名が家族同伴でゲル（移動式テント）に居住し常駐していた（13）。
このため、これらは「ゲルの卡倫」（Mo. γer-ün qaraγul, Ma. boo i karun）と呼ばれた。そ


















一因であった［田山 1954 : 106-107］。
（13） 『百二老人語録』震部巻 4、外藩事第 4条
（14） 1838年（道光 18）、カルン＝ジャサクの任にあったナムジルドルジ Namǰildorǰiが、勝手に卡倫に駐箚する



































が管理する「南八台」の一つ、チャガン =トゥンゲ（察汗通格）から 40-50里（22-27.5 km）
の地を占拠した（以下、「イジャガト事件」）（20）。のちにタルバガタイ当局がカザフからえ
（18） 18世紀後半に清と密接な関係を築き、王爵を授与された中ジュズのアブルフェイズの息子。
（19） 「軍機処檔摺件」070915、道光 16年 4月 18日［1836/5/28］、ホヴド参賛大臣ユシュ Ioišu（毓書）の奏摺 ;「軍
機処録副奏摺」民族類、1163.1、道光 18年 8月 9日［1838/9/27］、ユシュの奏摺。




































（24） 『宣宗実録』巻 313 : 25a、道光 18年 8月壬辰（21日）［1838/10/11］条。
（25） 『宣宗実録』巻 313 : 27b-28a、道光 18年 8月癸巳（22日）［1838/10/12］条。
（26） 道光帝はツェリンドルジにホヴド参賛大臣の官印を借用するよう命じた。ツェリンドルジがその上諭を受
け取った時、カザフ駆逐作戦の進行状況がよく、ウリヤスタイ将軍の官印を捺した白紙を携帯していたため、
参賛大臣印の借用を辞退している。「軍機処満文録副奏摺」208 : 493-498、道光 18年 10月 7日［1838/11/23］、
ツェリンドルジの奏摺。 
（27） 「軍機処録副奏摺」民族類、1163.4、道光 18年 8月 19日［1838/10/7］、ユシュの奏摺。



























炳麾下の緑営の部隊は 13名を殺害して 3名を生擒し、そこから 30余里追撃するとカザフ
は山を登り逃走した。17日にはアイラクト（艾喇克土）でイジャガトの姪を生擒した。
10月 23日、シャラブラク（沙拉布拉克）に潜居していたイジャガト属下のカザフ百数名
（29） 「軍機処満文上諭檔」道光 18年 9月 23日［1838/11/9］条。
（30） 中国第一歴史檔案館編『嘉慶道光両朝上諭檔』43 : 324-325、道光 18年 8月 24日［1838/10/14］の上諭。
（31） 「軍機処満文録副奏摺」208 : 504-505、道光 18年 10月 7日［1838/11/23］、ツェリンドルジの奏摺 ;「軍機
処満文上諭檔」道光 18年 11月 25日［1839/1/12］の上諭。
（32） 「内閣大庫檔案」179930-001、道光 18年 12月 3日［1839/1/17］、戸部の上奏。従軍官兵一人あたりの行装
銀の支給額は、台吉に 150両、管旅章京に 100両、副管旅章京に 80両、参領に 60両、佐領に 50両、驍騎
校に 40両、兵丁に 20両であり、また跟役には皮衣銀 2両を支給した。
（33） 註 31、同史料、「軍機処満文録副奏摺」208 : 246。
（34） 「軍機処満文録副奏摺」208 : 501-506、道光 18年 10月 7日［1838/11/23］、ツェリンドルジの奏摺。






























（36） 「軍機処録副奏摺」民族類、1163.7、道光 18年 8月 29日［1838/10/19］、ユシュの奏摺。
（37） 「軍機処録副奏摺」民族類、1163.19、道光 18年 11月 24日［1839/1/9］、グワンフの奏摺。
（38） 同上。
（39） 最終的にスバンクルの保護要求は清朝に容れられず、スバンクルは清朝領域から去り、1839年にロシアの
部隊に捕らえられた［野田 2011 : 244-245］。
（40） 『宣宗実録』巻 317 : 37a-b、道光 18年 12月壬辰（25日）［1839/2/8］条。































れによれば、6月 3日（清暦閏 4月 13日）にフイチェンは、モンゴル人と漢人からなる
部隊を率い、幇辦大臣らに見送られてホヴド城を出立した。厳しい自然条件に悩まされつ
つも、「毎日一卡倫或いは半途を巡閲して宿る」というペースで進み、カザフの「巣窟」
を通過して、同月 18日（閏 4月 28日）にホニ =マイラフ卡倫に到着している。翌日タ
（42） 「内閣大庫檔案」222348-001、道光 18年 11月 24日［1838/1/9］、上諭。
（43） 「籌擬阿勒台山防守事宜摺」光緒 29年 12月［1904/1/17-2/15］、イリ将軍長庚の奏摺（『新疆牘匯』中 : 1224）。
（44） 同上（『新疆牘匯』中 : 1228）。
（45） 同上（『新疆牘匯』中 : 1228）。






































（48） 『宣宗実録』巻 321 : 11a-b、道光 19年 4月乙亥（10日）［1839/5/22］条。
（49） 『宣宗実録』巻 324 : 15b-16b、道光 19年 7月丁未（14日）［1839/8/22］条。

































くなるという［井上 2015 : 4］。
（52） 詳細な国境線の位置は、本界約後の実地調査と交渉を経て結ばれたホヴド界約（1869）、ウリヤスタイ界約
（1869）、タルバガタイ界約（1869）で確定された。
（53） 『散木居奏稿』巻 11 : 5a（『新疆牘匯』中 : 1109）。このケレイ系の集団とは別に、イリ地方にクゼイ Qizay
系の集団が居住を認められた。



































（55） 『徳宗実録』巻 132 : 14a-b、光緒 7年 7月壬午（22日）［1881/8/16］条。
（56） この時に清側が作成した各「牌博」の位置と名称を示す地図が、国立故宮博物院に残されている［李・林
2010 : 40-41］。











































（59） 「宮中全宗」04-01-09-005-006、光緒 15年正月 24日［1889/2/23］、イリ将軍セレンゲ Selengge（色楞額）等
の奏摺。
（60） 『徳宗実録』巻 515 : 2a-b、光緒 29年 5月戊午（4日）［1903/5/30］条。
（61） 『散木居奏稿』巻 11 : 25a、光緒 28年 4月 23日［1902/5/30］、ホヴド参賛大臣瑞洵の奏摺（『新疆牘匯』中 : 1119）.










十二オトグには、ビィ =アハラクチ Bī aqalaqči（比阿哈拉克斉）─副ビィ =アハラクチ（副
比阿哈拉克斉）─ジャラン ǰalan（札蘭）─ジャンギ ǰanggi（章蓋）─クンドゥ kündü（昆都）
という官制ヒエラルキーが適用された（64）。1911年にシャラ=スムを訪れた英国武官ジョー























モンゴル語文書から確認できる［井上 2015 : 4-5］。
（64） 註 62、同史料、錫恒の奏摺 ; 劉［2010 : 93］。
（65） シャラ =スムに駐防する清朝大臣、具体的にはアルタイ辦事大臣錫恒を指す。
（66） The Hassacks are under a duke （Kung-yeh）, who lives to the west, who refers important matters to the amban.  Under 
him are 12 Hassack district oﬃcers （tsung-kuan?）, and below them headmen （T’ou mu）.  See ML. Mss. 312/228, Let-
ter from Pereira （II）, 1911/07/03-20, from Tarbaghatai, Kazakh in Khobdo, pp. 137-139. 































（68） モンゴル国立アルヒーフ所蔵 FA3-D1-HN324-35-002.本文書には「共戴元年 7月 14日」の日付があるが、







































/1/  اولوغ  هیم بیک  باس  جانکجونک  ینه  کونک 
 /2/ ینه  اوونیک   ینه  بارچا  قالقا نیک  اولوغ وغا  اَروظ
 /3/ قیلاتون  مانیم،  قییوۋبای  جوروتبای  جونوسبای
 /4/ جالینک  بوداۋبای  اوباکیر  اَۋکی  اوچ  زانککی
 /5/ قیلانک کونده  قیدیربای  توقتاۋبای  ایدیریص
 /6/ تونککوبای  اوسو نچا  اَدام  توریت  یوز  اوی میز  
 /7/  جانکی قانغه  قارا یوق.  اوسو  جیریمیز  اوسو  قاندی ک
 /8/ بولسا،  اورتا میزدان  قیلانک کونده نی  یباردیک.  اوزمیز
 /9/  قانچا  کیسی  اَنکدوۋلی  تورمیز.  بیر  کیشی  بولساده
 /01/ کوبدی  کورونک.  کوب  کیشی  باروۋغا،   اَروتمیزدان 
/11/ قوروقوب  تورومیز.  اوسو نچا  بوقارا  یلوریتا
/21/  اولکان  کیشی  کارو  جاس  باس  اوروب  سیزدینک
/31/  تیلاۋینک دی  تیلاب  تورمیز.  اوشبونیک  ایا سلغی 
/41/ موهرورمیزنی  باستوق 
/51/  اولرن  اورحبک دیسنک  برینشی  جیل  جیتی
/61/  نیشی  اَیی دنک  اون  توروتو  کونی 
）17（トスキテ写転字マーロ
ŋüg änäy ŋujgnaj sab küyüb meh ğulU .1
）?ūzrā <（ ẓūrā ağuğulu ŋinaqlaQ ačrāb änäy ŋinawu änäy　.2
yabsünüJ ,yabturuJ ,yabwuyiQ ,minam nutaliq　.3
igŋäz čü ikwÄ ,rikäbwÄ ,yabwadoB ,ŋilaj　.4
,ṣiridI ,yabwatqoT ,yabridiQ ,ädnüK ŋaliQ　.5
zimiyö züy tiröt madā ačnuso ,yabügŋöT　.6
kidnāq uso zimirej usO .quyaraq ağnāq iŋäJ　.7
zimüzÖ .kedräbi inädnüK ŋaliQ nadzimatro ,aslob　.8
,ädaslob išik riB .zimrut ilawudŋa isik ačnaq　.9
nadzimaturo ağwurab išik pöK .ŋürök yedpök　.01




12.　ölkän kiši kärü jas bas urup, sizdiŋ
13.　tiläwiŋizdi tiläp turmiz. Ušbuniŋ AYRAS-liğ
14.　mührürmizni bastuq.
15.　Olran örhikdisiŋ birinš jil［i］ jetti-
16.　niši ayidiŋ on törütü küni
2.　モンゴル語訳文書（FA3-D1-HN324-35-001）
ローマ字転写テキスト（72）
1.　Yekes-ün γaǰar mögüǰü ǰangǰun, wang, güng bayiγsan Qalq-a-yin yekes tan-a ergün
2.　 medegülküi （< medegülkü） -yin učir, Kiyüübay, Jortobay, Jünüsbay ǰalan, Bodoobay, Ay-
ibiger,
3.　Ayibige γurban ǰanggi, Gilen Kündü, Kiderbay, Toqtoobay, Idereš, Tönggübay,
4.　eyimü dörben ǰaγun erüke arad
5.　^^boγda eǰen qaγan-u sin-e törü-dür daγaǰu orumui. En-e saγuγsan γaǰar
6.　^qaγan-u böged, dotur-ača Gilen Kündü-yi baraγalqaγulun yabuγulba. Bidanar manaγulǰu
7.　bayimui. Baraγalqaγsan anu nigen kümün bolbaču, olan kümün biden-i örüsiyekü-yi
8.　γuyumui. Basa olan kümün baraγalqay-a gebesü, öberün doturača ayuǰu bui.
9.　Egünü tula nutuγ bügüdeger kögsin ǰalaγu yeke baγ-a mörgüǰü
10.　^tan-u örüsiyel-i küliyeǰü bayimui. Egünü tula γar-un temdeg daruǰu ergübe.



























Morrison Documents, stored at the Mitchell Library, the State Library of New South Wales, Canberra.
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